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近年，低炭素まちづくりや健康志向の高まりによって，自転車利用者が増加している．これに伴い，快

適かつ安全な自転車利用を促進するために，自転車走行空間の整備が進められている．自転車走行空間は，

交通特性や道路構造を考慮した上で，設計や対策を実施しているが，自転車走行空間外の自転車利用や，

交差点での自転車と歩行者の交錯など利用者の走行実態と乖離が生じているケースがある．そこで，本研

究では，自転車利用者の視覚情報を基にした自転車走行空間の評価及び課題抽出を目的とする．自転車利

用者にアイマークレコーダーを取り付けた状態で走行させて視覚情報を記録し，各被験者のアイマーク画

像を解析して，走行時の注視点や視点移動を把握した．これらの結果を，道路構造等のハード面と誘導案

内表示等のソフト面に分けて整理し，それぞれに課題を抽出した． 
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1.  背景と目的 
 
(1)   自転車利用の増加と交通事故 
近年，低炭素まちづくりの推進や健康志向への関心の

高まりによって，自転車が注目されている．昭和45年か

ら平成20年までの自転車保有台数の推移を図1-1に示す1)．

自転車保有台数は，増加傾向にあることが分かる． 
自転車利用者が増加する一方で，自転車による交通事

故の増加が懸念されている．図1-2に平成12～22年まで

の自転車乗用中の交通事故死傷者数の推移を示す2)． 
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図1-1 自転車保有台数の推移（自転車産業振興協会） 

最近10年間で交通事故全体の死傷者数，自転車乗用中の

死傷者数ともに減少しているが，平成22年の全死傷者数

に占める自転車乗用中の死傷者の割合は，平成12年と比

較して1.7ポイント増加している．近年の自転車利用の

高まりによって，全事故に占める自転車事故の割合は増

加傾向にあることが分かる．さらに，自転車相互と自転

車対歩行者の事故件数についてみると，平成12～22年に

かけて，前者が1,450件，後者が933件の増加となってい

る．こうした背景により，自転車利用の促進と併せて自

転車走行空間の整備が必要である． 
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図1-2 自転車乗用中の交通事故死傷者数の推移（警察庁） 
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(2)   自転車走行空間の整備と課題 
快適かつ安全な自転車利用を促進するために，全国各

地で自転車走行空間の整備が進められている．自転車の

みの通行路が確保されている自転車走行空間の延長は，

平成18年時点で2,530kmとなっている．自転車走行空間

は，交通特性や道路構造に基づいて，設計や対策を実施

しているが，自転車走行空間外の自転車利用や交差点部

での自転車と歩行者の交錯など利用実態として問題が生

じているケースがある．  
 
(3)   本研究の目的と手法 
自転車利用環境に関する研究として，栗栖らによる利

用者の意識構造の視覚化3)，大森らによる世田谷区の自

転車利用状況の把握4)，自転車道の構造上の問題点を指

摘しているものとして，金らによる利用者ニーズに関係

するもの5)，大脇らによる整備方法の提案6)がある．また，

視覚要素として自動車運転時の眼球運動を議論した渡邉

ら7)，三村ら8)のものがあるが，自転車乗車中の注視点に

ついて，調査したものはない． 
本研究では，自転車道における自転車運転時の注視点

を分析し，今後，自転車道の情報提供方法を探る上で，

重要な役割を示そうとしている．今回は，名古屋市の伏

見通自転車走行空間を対象に，自転車利用者の視覚情報

を基にした自転車走行空間の評価及び課題抽出を行うこ

とを目的とする． 
調査段階として，自転車利用者にアイマークレコーダ

ーを取り付けた状態で走行させて視覚情報を記録する．

次に，各被験者のアイマーク画像を解析することで，走

行時の注視点や視点移動を把握する．これらの結果を道

路構造などのハード面と誘導案内表示などのソフト面に

分けて整理し，それぞれの課題を抽出することとする． 
 
2.  アイマークレコーダーを用いた調査 
 
(1)   調査方法 
視覚情報の取得には，帽子に特殊カメラを装着したア

イマークレコーダーを使用した．アイマークレコーダー

は，眼球運動を計測する装置であり，被験者の注視点を

映像及び座標値にて記録することができる．この調査機

材を装着させた状態で，自転車に乗車し，被験者毎にキ

ャリブレーションを行った．なお，被験者には，調査の

目的は伝えず，通常通りの走行を依頼した．安全を確保

するため，スタッフが後方から追従するとともに，ビデ

オ撮影を行った．調査区間は，平成20年7月に自転車道

を整備した名古屋市内国道19号の若宮北交差点から日銀

前交差点までの1.3kmとした． 
 

(2)   被験者と走行ルート 
被験者は，日常的に自転車を利用する一般市民とした．

視力などアイマークレコーダーによる調査が可能なこと

を条件に，属性に偏りが生じないようサンプリングを行

った．被験者の属性を表2-1に示す． 
 

表2-1 被験者の属性 
NO 性別 年齢 属性 

1 男性 10～20代 男性ヤング 

2 男性 30～40代 男性ミドル 

3 男性 30～40代 男性ミドル 

4 男性 50～60代 男性シニア 

5 女性 30～40代 女性ミドル 

6 女性 50～60代 女性シニア 

 
走行ルートは，日銀前交差点を起点に若宮北交差点を

横断して，日銀前交差点に戻るルート（L=2.6km）とし，

1人の被験者が，当該区間を往復した． 

 

図 2-1 調査時の状況 

 
3.  アイマーク画像解析 
 

(1)   分析対象区間の設定 
分析対象は，単路部，交差点部，バス停部の 3種類と

し，分離や横断歩道の有無などによって，図 3-2 に示す

6 区間を設定した．さらに，各区間を単路部，単路部

（流出入），溜部（流出入），横断帯部，バス停の 7種
類の位置で分割した． 

a) 単路部 

①非分離区間(上り:横断歩道橋～若宮北交差点) 

②分離区間(上り:広小路伏見交差点～入江町通交差点) 

b) 交差点部 

③曲線構造(上り:錦通伏見交差点付近) 

④直線構造(下り:錦通伏見交差点付近) 

⑤交差方向に横断歩道なし(下り:本重町通交差点付近) 

c) バス停 

⑥伏見町停留所（上り:伏見町バス停付近） 

 

(2)   データの読取 

ビデオ画像上に記録されたアイマークについて，注視

点を 1/30 秒単位で読み取る．ビデオ画像の読取例を図
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3-1示す．注視点は，表 3-1に示すように設定した． 

 

図 3-1 ビデオ画像の読取例 

 
(3)   解析結果 

本研究では，被験者のうちアイマーク消滅が最も少な

い被験者 2（右回り）の注視割合とアイマーク画像につ

いて，詳述する． 

a) 単路部 

①非分離区間(上り:横断歩道橋～若宮北交差点) 

単路部非分離区間における注視割合を図3-3に示す．

この区間では，歩道側を走行した後に自転車道に移った．

注視割合は，前方（直方路面）の34％が最も多くなって

いる．また，首振り右側が18％を占め，走行中に右側の

自動車の挙動に注意を払っていることが分かる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3-1 注視点一覧 
注視点 

前方（直方遠方） 駐輪場・駐輪場看板 

前方（追従自転車） その他構造物 

前方（左先方） 自動車 

前方（右先方） バイク 

前方（直方路面） 歩行者 

前方（誘導案内看板） 荷捌者 

前方その他 自転車（停車中） 

路面標示（指導停止線） 自転車（対向自転車） 

路面標示 

（注意喚起文字・ピクト） 
直近左側（歩道側） 

路面標示 

（自転車横断帯・横断歩道） 
直近右側（車道側） 

路面表示 

（視覚障害者誘導案内ブロック）
首振り左側（画面移動） 

路面表示（矢印） 首振り右側（画面移動） 

路面表示（誘導ライン） 荷捌荷物 

信号機 バス停 

ポール 終了 

ガードレール アイマーク消滅 

禁止看板  

 

②分離区間(上り:広小路伏見交差点～入江町通交差点) 

単路部分離区間における注視割合を図 3-4 に示す．こ

の区間では，自転車道にはみ出している自転車など自 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アイマーク 

分 秒 1/30秒 

図 3-2 分析対象区間 

 

① 単路部 （非分離 ） ② 単路 部（分離） 

上り線  

下り線  

③ 交差点 （曲線構 造） 

④ 交差点 （直線構 造） ⑤ 交差点 （横断なし）

⑥バス 停 

上り線 

下り線 

起点 

終点 
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転車（停車中）の割合が 40％と最も多かった．次いで，

前方（直方路面）が 17％，前方その他が 14％，路面標

示（注意喚起文字・ピクト）が 15％など前方や路面へ

の注視割合が高くなっている． 

b) 交差点部 

③曲線構造(上り:錦通伏見交差点付近) 

交差点部曲線構造区間における注視割合を図 3-5 に示

す．前方（直方路面）が 26％，路面標示（指導停止

線）が 5％など路面への注視割合が高い．次いで，前方

（右側）が 22％，この他にも自転車（12％），ポール

（7％），構造物（9％）なども注視していることが曲線

構造区間の特徴である．また，曲線部分において，ポー

ルの間をすり抜ける挙動が多くみられた． 

④直線構造(下り:錦通伏見交差点付近) 

交差点部直線構造区間における注視割合を図 3-6 に示

す．前方（直方路面）の割合が 33％で最も多く，次い

で前方（右先方）が 20％，前方（左先方）が 16％など

前方の割合が高かった． 

⑤交差方向に横断歩道なし(下り:本重町通交差点付近) 

交差点部横断歩道なし区間における注視割合を図 3-7
に示す．自動車への注視割合が 28％と最も高くなった．

この交差点は，他の交差点よりも小さい交差点となって

おり，左折してくる自動車との距離が近いためである． 

c) バス停 

⑥伏見町停留所（上り:伏見町バス停付近） 

バス停区間における注視割合を図 3-8 に示す．この区

間でも，前方（直方路面）の割合が 41％と最も多かっ

た．これに次いで，路面標示（注意喚起文字・ピクト）

が 16％，路面標示（矢印）が 8％，ポールが 15％など

路面やポールの注視が多いことがバス停区間の特徴とい

える． 

 

 
図 3-3 単路部非分離区間における注視割合とｱｲﾏー ｸ画像 

 

  

図 3-4 単路部分離区間における注視割合とｱｲﾏー ｸ画像 

 

 

図 3-5 交差点部曲線構造区間における注視割合とｱｲﾏ ｸー画像 

 

 

 
図 3-6 交差点部直線構造区間における注視割合とｱｲﾏ ｸー画像 

 

  

図 3-7 交差点部横断歩道なし区間の注視割合とｱｲﾏー ｸ画像 

 

 

 
図 3-8 バス停区間における注視割合とｱｲﾏー ｸ画像 

 

4.  伏見通り自転車走行区間における課題 
 
(1)   ハード面の課題 
自転車走行空間の出入口付近において，設置されてい

るポールへの注視が多くみられた．ポールの間をすり抜

ける運転が多く確認されたため，曲線構造やポールの位

置は，自転車の利用実態と合っていない可能性がある． 

また，広小路伏見などの大規模交差点では，自転車道

から横断歩道へ大きく迂回する必要があり，進路を見失

う利用者もみられた．流出部でも，自転車道の入口に気

付かない場面があった．進行方向が分かりにくいことや，

溜部やバス停部など歩行者と物理的に分離されていない
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箇所での交錯がハード面での課題と考えられる． 

 

(2)   ソフト面の課題 
アイマーク調査から，利用者は，主に前方（直方路

面）を注視しながら運転していることが分かった．これ

に起因して，路面標示を多く注視していたが，前方水平

方向より上部に設置しているサインは，ほとんど注視さ

れていないことが明らかになった． 

また，自転車走行空間への歩行者の進入が散見された

ことも課題の1つといえる． 

 

5.  対策メニューの検討 
 
自転車利用者は，曲線構造の箇所でも直線的に走行し

ようとするため，走行性を見直すことを検討する．ただ

し，直線的に走行すると，自動車との交錯する可能性が

高くなることが懸念される．曲線構造を変更しない場合，

すり抜けられないようにポールの増設などが必要である． 

また，交差点部では，自転車の走行位置を明示し，迷

走を防ぐことが重要である．走行位置を示すことで，歩

行者と分離し，交錯防止にも効果があると考えられる．

明示する際には，自転車利用者の視点が多く向けられる

路面標示の効果が高いと推察される． 

自転車利用者への施策に加えて，自転車走行空間に進

入する歩行者に対しては，ルールやマナーについての広

報等が必要である． 

 
6.  まとめ 
 
本研究では，アイマークレコーダーを用いた調査によ

り，自転車利用者の視覚情報から名古屋市伏見通自転車

走行空間の評価を行った． 

調査から自転車利用者は，路面を多く注視する傾向に

あることが明らかになった． 

対象とした自転車走行空間においては，利用実態と合

っていない箇所や利用者に対する情報の不足が課題とし

て抽出された． 

今後は，利用実態に合わせた構造の検討を行うととも

に，ソフト面の対策が必要である．  
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